
令 和 ６ 年 度   福 岡 教 育 大 学 特 別 支 援 教 育 特 別 専 攻 科 （ 特 別 支 援 教 育 専 攻 ）  
 

入 学 試 験 問 題 ・ 解 答 紙  
 
 
 
 
 
  

 
  試 験 科 目  学 力 検 査 （ 教 育 学 ・ 教 育 心 理 学 に 関 す る も の ）     （  ４ の １  ）  

 

 

[１ ]次の 文 は ， 小 学 校 学 習指 導 要 領 （ 平 成 29 年 告 示） 解 説 総 則 編第 3 章 第 4 節 2（ 1） の 一 部で す 。  

（  ①  ） ～（  ⑧  ） に 入 る語 句 を 下 記 （ ア ） ～（ タ ） よ り 選 び ， 解答 欄 に 記 号 で 記 入 して く だ さ い 。  

 

障 害 のあ る 児 童 な ど に は ，視 覚 障 害 ， 聴 覚 障 害， 知 的 障 害 ， 肢 体 不自 由 ， 病 弱 ・ 身 体 虚弱 ， 言 語 障

害 ， 情緒 障 害 ， 自 閉 症 ， LD（ 学 習 障 害 ） ， ADHD（ 注 意 欠 陥 多 動 性 障害 ） な ど の ほ か ， 学習 面 又 は 行 動 面

に お いて 困 難 の あ る 児 童 で発 達 障 害 の 可 能 性 のあ る 者 も 含 ま れ て いる 。 こ の よ う な 障 害の 種 類 や 程 度 を

的 確 に把 握 し た 上 で ， 障 害の あ る 児 童 な ど の 「（  ①  ） 」 に 対 す る「 （  ②  ） 」 を 理 解し ， 個 に 応 じ た

様 々 な「 （  ③  ） 」 を 検 討し ， 指 導 に 当 た っ てい く 必 要 が あ る 。  

【  中略  】  

一 方 ， （  ④  ） に よ っ て 一律 に 指 導 内 容 や 指 導方 法 が 決 ま る わ け では な い 。  

【  中略  】  

そ こ で ， 校 長 は ， 特 別 支 援教 育 実 施 の 責 任 者 とし て ， （  ⑤  ） を 設置 し て ， （  ⑥  ） を指 名 し ， 校 務

分 掌 に明 確 に 位 置 付 け る など ， 学 校 全 体 の 特 別支 援 教 育 の 体 制 を 充実 さ せ ， 効 果 的 な 学校 運 営 に 努 め る

必 要 があ る 。 そ の 際 ， 各 学校 に お い て ， 児 童 の障 害 の 状 態 等 に 応 じた 指 導 を 充 実 さ せ るた め に は ， 特 別

支 援 学校 等 に 対 し 専 門 的 な（  ⑦  ） 又 は （  ⑧  ） を要 請 す る な ど して ， 計 画 的 ， 組 織 的に 取 り 組 む こ と

が 重 要で あ る 。  

 

 

 

 

（ ア ） 障 害    （ イ ） 困難 さ    （ ウ ） 障害 の 種 類 や 程 度    （ エ ） 学 年  

（ オ ） 子 ど も の 興 味 関 心    （ カ ） 助 言    （ キ ） 指 導 上 の 工夫 の 意 図    （ ク） 指 導 内 容  

（ ケ ） 外 部 専 門 家    （コ ） 特 別 支 援 教 育 コー デ ィ ネ ー タ ー    （ サ ） 指 導   （シ ） 援 助  

（ ス ） 校 内 委 員 会    （セ ） 就 学 相 談 委 員 会    （ ソ ） 手 立 て    （ タ ） Ｉ Ｃ Ｔの 活 用  

 

 

  解答 欄  

①  
②  

 
③  

④  

 

⑤  ⑥  ⑦  ⑧  
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  試 験 科 目  学 力 検 査 （ 教 育 学 ・ 教 育 心 理 学 に 関 す る も の ）     （  ４ の ２  ）  

 

 

[２ ]次の 用 語 に つ い て ， 各々 説 明 し て く だ さ い。  

 ① 主体 的 で 対 話 的 で 深 い学 び  

 

 

 

 

 

 

 

 ② 個別 最 適 な 学 び  

 

 

 

 

 

 

 

 

[３ ]次の ① ～ ④ と 最 も 関 連す る 人 物 を 下 記 （ ア） ～ （ カ ） よ り 選 び， 解 答 欄 に 記 号 を 記入 し て く だ さ

い 。  

 

①  主 書 に「 エ ミ ー ル 」 が あ る。 子 ど も の 自 主 性 を重 ん じ ， 「 自 然 に よる 教 育 ， 人 間 に よ る教 育 ， 事

物 に よる 教 育 」 の 三 つ の 柱を 示 し た 。  

 

② 主 著に 「 隠 者 の 夕 暮 」 があ る 。 「 生 活 が 陶 冶す る 」 と い う 言 葉 を残 し た 。  

 

③ 主 著に 「 人 間 の 教 育 」 があ る 。 幼 児 教 育 の 祖。  

 

④ 主 著に 「 一 般 教 育 学 」 があ る 。 教 授 の 過 程 につ い て 四 段 階 教 授 法を 示 し た 。  

 

 

（ ア ） フ リ ー ド リ ヒ ・ フ レー ベ ル         （ イ ） ヨ ハ ン ・ハ イ ン リ ヒ ・ ペ ス タロ ッ チ  

（ ウ ） ジ ョ ン ・ デ ュ ー イ             （ エ ） ヨ ハ ン ・フ リ ー ド リ ヒ ・ ヘ ルバ ル ト  

（ オ ） ジ ェ ロ ー ム ・ シ ー モア ・ ブ ル ー ナ ー     （ カ ） ジ ャ ン ＝ジ ャ ッ ク ・ ル ソ ー  

 

 

  解答 欄  

①   ②  ③  ④  
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試 験 科 目  学 力 検 査 （ 教 育 学 ・ 教 育 心 理 学 に 関 す る も の ）     （  ４ の ３  ）  
 
 

 

[ ４ ]次 の ① ～ ⑤ の 文 を 読 み ， 最 も 関 連 が 深 い 人 物 を 下 記 （ ア ） ～ （ ク ） よ り 一 つ ず つ 選 び ，

解 答 欄 に 記 号 で 答 え な さ い 。  

 

① 知 能 に つ い て ， あ ら ゆ る 知 的 活 動 に 共 通 す る 基 本 的 な 因 子 で あ る 「 一 般 知 能 因 子 」 と ，

特 定 の 領 域 （ 算 数 や 国 語 な ど ） で 働 く 「 特 殊 知 能 因 子 」 か ら 成 る 2 因 子 説 を 提 唱 し た 。  

② 心 の 世 界 を ， 意 識 ， 前 意 識 ， 無 意 識 に 分 け て ， 人 間 を 基 本 的 に 動 か し て い る の は 意 識 的

な 自 我 で は な く 無 意 識 で あ る と し て ，精 神 分 析 に よ っ て そ れ を 意 識 化 す る こ と を 試 み た 。 

③ 人 間 の 行 動 の 形 成 や 変 容 に お い て ， 他 者 の 行 動 を 模 倣 し た り 観 察 し た り す る と い っ た モ

デ リ ン グ が 大 き な 役 割 を 果 た す と す る 社 会 的 学 習 理 論 を 提 唱 し た 。  

④ 人 間 の 言 語 は ， 生 得 的 に 備 わ っ て い る 心 的 器 官 で あ る 言 語 獲 得 装 置 （ L A D） に よ っ て 獲 得

さ れ る と す る 変 形 生 成 文 法 理 論 を 提 唱 し た 。  

⑤ ヴ ン ト の 内 観 法 は 客 観 性 に 乏 し い と 指 摘 し ， 外 部 か ら 観 察 可 能 な 行 動 の み を 心 理 学 の 対

象 と す べ き と す る 行 動 主 義 心 理 学 を 創 始 し た 。  

 

 （ ア ） バ ン デ ュ ー ラ  （ イ ） ト マ セ ロ   （ ウ ） ワ ト ソ ン    （ エ ） ル リ ア   

（ オ ） フ ロ イ ト    （ カ ） ハ ー ロ ー   （ キ ） ス ピ ア マ ン   （ ク ） チ ョ ム ス キ ー  

 

解 答 欄  

①  ②  ③  ④  ⑤  

 

[５ ]次 の ① ～ ⑤ の 文 を 読 ん で ，最 も 関 連 の 深 い 用 語 を 下 記 の（ ア ）～（ ク ）よ り 一 つ ず つ 選

び ， 解 答 欄 に 記 号 で 答 え な さ い 。   

 

① 米 国 コ ロ ラ ド 大 学 の ワ イ ズ に よ っ て 始 め ら れ た ， 言 葉 に 遅 れ の あ る 子 ど も へ の コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン 指 導 法 で あ る 。  

② 色 か ら 得 ら れ る 情 報 と 意 味 か ら 得 ら れ る 情 報 が 異 な る 際 に （ 例 え ば ， 赤 字 で 表 記 さ れ た

“ 青 ” と い う 語 ） ， 表 示 さ れ た 色 の 命 名 が 相 対 的 に 遅 延 す る 現 象 。  

③ 雑 音 が 複 数 存 在 す る 環 境 に お い て ， 自 身 に と っ て 関 心 の あ る 会 話 が 聞 き 取 れ る と い っ た

よ う な ， 音 声 の 選 択 的 聴 取 の 現 象 。  

④ ワ ー キ ン グ メ モ リ ・ モ デ ル の サ ブ シ ス テ ム の 一 つ 。 対 象 物 の 視 覚 的 形 態 の 保 持 を 担 う 成

分 と ， 動 的 場 面 の 空 間 表 象 を 保 持 す る 成 分 か ら 構 成 さ れ て い る 。  

⑤ 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム の 人 た ち に 対 す る 包 括 的 な 支 援 方 法 で ， 構 造 化 さ れ た 環 境 の 中 で 主

体 的 に 活 動 で き る よ う に 促 す こ と を 目 的 と し て い る 。  

 

 

 （ ア ） 視 空 間 ス ケ ッ チ パ ッ ド  （ イ ） 音 韻 ル ー プ       （ ウ ） 心 的 回 転    

（ エ ） ス ト ル ー プ 効 果     （ オ ） カ ク テ ル ・ パ ー テ ィ 効 果 （ カ ） T E A C C H プ ロ グ ラ ム  

（ キ ） イ ン リ ア ル        （ ク ） 動 作 法  

 

解 答 欄  

①  ②  ③  ④  ⑤  

 
 
    

 
評 点 
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試 験 科 目  学 力 検 査 （ 教 育 学 ・ 教 育 心 理 学 に 関 す る も の ）    （  ４ の ４  ）  
 

 

[ ６ ]教 育 現 場 に お い て は ， 知 能 検 査 や 発 達 検 査 の 結 果 を 活 用 す る こ と が あ る 。 そ れ ら 検 査

が 実 施 さ れ る 意 義 と ， 検 査 に よ り 得 ら れ た 個 人 情 報 の 取 り 扱 い や ， 結 果 の 解 釈 に 関 す る 注

意 点 に つ い て 論 述 し な さ い 。  
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